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中学生と親のエイズ会話の現状

親への教育の考察

吉宮 仁美 尾崎 米厚 母里 啓子

　1995年11月に，横浜市の1中学校の父親と母親を対象に家庭でのエイズについての会話の状況と関連要因

について調査を行い（回収率72.4％，有効回答数は1,113人：父親505人，母親608人），親を通じた子どもへ

の教育について検討した。

　エイズの会話の経験は父親は26％，母親は63％，今後の会話の希望は父親は49％，母親は70％であった。

家族単位でみると，約70％の家庭において，今までに会話の経験があり，95％の家庭において今後の会話の

希望があった。父親と母親の間の会話経験の一致度は低かった。

　父親では「会話の経験がある」との関連要因は認められなかった。母親は「十分な知識がある」，「知識の

正解数が多い」，「患者・感染者の増加見通しがある」，「子どもが感染する可能性がある」と答えた人に会話

をした経験が多くあり，統計的に有意の関連があった。

　父親・母親とも「他人事ではない」と答えた人に今後の会話の希望が多くみられ，統計的に有意の関連が

あった。さらに父親は「子どもが感染する可能性がある」と答えた人，母親は「感染している子どもの友達

とは今まで通りにつきあう」と答えた人に，今後の会話の希望が多くみられ，統計的に有意の関連が認めら

れた。
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